１０．ポンプの事故例
	
	区分
	１
	２

	項目
	
	運転開始
	緊急運転停止

	事

故

の

内

容
	装置を運転開始してまもなく，重油ポンプが急停止した。再起動しようとしたが不可能のため，ポンプの分解点検をしたところ，シャフトが焼付いていた。
	用役プラントの故障で蒸気供給ができなくなり，装置は緊急運転停止，スチームタービンはトリップさせて停止。その後再起動しようとしたが不可能のあめ分解点検をしたところ　焼付いていた。

	原

因
	このポンプの吸引側にある塔底液面系が故障で誤指示していたが気づかず，実液面はほとんどゼロであったため，ポンプは空引（カラビキ）の状態から発熱し，焼付きを起したものである。
	緊急停止であったためポンプの吐出側は計器で調節弁を閉止し，ポンプはトリップ機構をもって停止させた。しかしタービンの主蒸気入口弁が開放の状態であったため，ここからスチーム漏れこみで低速回転しており，締切り運転の状態から焼付きを起した。

	処

置

と

対

策
	○ポンプは分解，修理を行なう。

○液面計は点検修理，調整した。

○なお運転開始，停止の段階では流体比重が変っているため，計器，ポンプともに正常な指示や揚程ができないことに注意しなければならない。
	○ポンプは分解，修理を行なう。

○緊急停止の操作に主蒸気入口弁閉止とポンプ停止確認の項を加え標準化と教育を行なった。

	備

考
	
	


	
	区分
	３
	４

	項目
	
	装置の運転開始
	装置の運転開始

	事

故

の

内

容
	運転開始のため昇温にはいったところ塔底ポンプのサクションストレーナーが頻繁に閉塞し，運転継続が困難になった。

予備機がたまたま故障で修理中であった。
	定修後の運転開始で，モーター駆動のポンプを起動したが，吐出圧力が規定どおり上らなかった。

	原

因
	系内昇温によるスケールの剥離，流れこみで，ストレーナーの閉塞が続いた。

予備機が使用できない状態であったため，切替えによる掃除ができなかった。
	モーター結線の間違いで，逆回転していた。

	処

置

と

対

策
	○昇温の中断，吸引側圧力を高く設定するなどの条件変更。

○ストレーナーのハンマーリング。

○予備機の修理督促
	○モーター結線の修正

○モーターケーブルを結線するときはポンプの使用前に回転方向の点検をしなければならない。

	備

考
	○定修時のクリーニング方法も検討する必要がある。

○この現象は事故というより異常の範囲である。
	


	
	区分
	５
	６

	項目
	
	装置の試運転
	装置の運転開始

	事

故

の

内

容
	重油ポンプのケーシング，トッププラグから油がにじんでくるので，状態確認のためケーシング保温材を取りはずそうとしたところ瞬間的に発火現象をみた。
	スチームタービン駆動のポンプを起動し，スチーム量を増しているはずなのにタービンの回転数が上らない。

	原

因
	流体性状と運転条件からみると自然発火する範囲にあったため急激に保温材を外そうとして外気に触れた熱油が発火したものである。
	スチーム配管の分岐点元バルブが半開きの状態であったため，タービンのスチーム元バルブを開放してもスチーム量が実際には増していなかった。

	処

置

と

対

策
	漏れこみ量が少なかったため発火はごく瞬間的で終わったが，もれている状態，あるいは周辺の可燃物の有無によっては非常に危険。

この場合は予備機に切替え，冷却してから処置すべきである。
	○運転開始前の基本的注意事項であるバルブ開閉の確認が不十分である。

○タービンのスチーム元圧力を見ながら操作すると，早く察知できる。

	備

考
	
	○異常事項


	
	区分
	７
	８

	項目
	
	装置の試運転
	装置の運転開始

	事

故

の

内

容
	熱油ポンプの切替操作をして，数分後に起動したポンプの吐出ドレン弁から熱油が急激に噴出した。
	○トッパーで原油張込ポンプを起動してまもなく，脱塩槽の安全弁が作動した。

	原

因
	ドレン弁開閉確認の不十分。重質油であったため，バルブが半開の状態でもノズル内で凝固しており，ポンプの起動時には異常が発見できなかった。起動後，序々に熱が伝わり，溶けたため突発的にノズルから噴出したものである。
	脱塩槽出口にある圧力調節が，はじめから「ＡＵＴＯ」の状態で運転条件どおりの設定であったため，ポンプが起動し，槽内圧力が上昇しても計器が敏感に作動せず，設定圧力を越え安全弁が先に作動した。

	処

置

と

対

策
	○ポンプ起動前の基本的注意事項について守られていない。

これらのバルブはスピンドルが短いため，よく開閉操作して実際に状態を確認しなければならない。
	○この場合は計器の特性をよく確認して，ポンプ起動前の圧力設定を低圧にしておく，あるいは「ＭＡＮ」で低圧調整ができるようにしておかなければならない。

○系内確認の徹底

	備

考
	
	ポンプおよび計器の異常事項でもある。


